
発生生態 
成虫は体長4.5mm程度、黒褐色で胸部に白斑があります。
雌には長翅型と短翅型がいます。 

梅雨期に海外から飛来し、７～８月に個体数が多くなりま
す。国内では越冬できません。 

通常は大きな吸汁害を起こしませんが、一部の品種では
枯れ込み被害が発生する可能性があります。 

防除対策 
ほ場を観察し、成虫・幼虫を株当たり１０匹以上確認した
場合は、防除を行います。 

株元に多いので、薬剤防除を行う場合は株元に十分かか
るように散布します。 

セジロウンカ（white-backed planthopper） 
Sogatella furcigfera 

水稲の病害虫 

枯れ込みが発生したほ場 セジロウンカ長翅型成虫 
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